
図書館の本だな 
～３・４年生 おすすめの本のリスト ２０２６～ 

 

車のいろは空のいろ ゆめでもいい 

あまん きみこ 作 ポプラ社 ９１３－ア 

 松井
ま つ い

さんがうんてんする空
そら

いろのタクシーは、あかちゃんをだいた黒い
く ろ  

喪服
も ふ く

のおかあさ

んをのせていました。おかあさんは、ためいきばかりついていましたが、しばらくすると、

あかちゃんといっしょにねむったようです。しんごうがかわり車
くるま

が走
はし

りだすと、うしろか

らはなし声
ごえ

がきこえてきました。そして、白
しろ

いもやのようなものが道路
ど う ろ

にひろがり、松井
ま つ い

さ

んは車
くるま

のスピードをおとします。（『ゆめでもいい ゆめでなくてもいい』） 

 

レイチェル・カーソン物語  

なぜ鳥は､なかなくなったの？ 

ステファニー・ロス・シソン 文・絵 おおつか のりこ 訳  

西村書店 Ｅ－シ 

レイチェルは、自然
し ぜ ん

を見
み

て、その声
こえ

をきくのがだいすきです。レイチェルには、作家
さ っ か

にな

る夢
ゆめ

がありました。ところが、大学
だいがく

で顕微鏡
けんびきょう

にひろがるちっちゃな海
うみ

の生
い

きものたちの世界
せ か い

に心
こころ

をうばわれ、海洋
かいよう

生物
せいぶつ

学者
がくしゃ

としてはたらきます。一方
いっぽう

で、自然
し ぜ ん

があちらこちらで声
こえ

を

失
うしな

いはじめるというおかしなことがおきていました。レイチェルは、じぶんなりのやりか

たで、原因
げんいん

を調査
ちょうさ

し、答
こた

えをみつけます。 

 

そいつの名前はエメラルド 
竹下 文子 作 金の星社 ９１３－タ 

 父
とう

さんのかわりに、はるひこは 妹
いもうと

のたんじょう日
び

プレゼントを買
か

いにペットショップへ

行
い

きましたが、店
みせ

は休
やす

みです。くつ屋
や

のおねえさんから教
おし

えてもらった小鳥屋
こ と り や

には、にわと

りみたいなおばあさんとねこがいました。そして、はるひこは、どういうわけかトカゲを買
か

って帰
かえ

ります。ろうそくと火
ひ

を食
た

べるふしぎなトカゲはまるで人
ひと

のことばがわかるみたい

でした。 妹
いもうと

はトカゲの名前
な ま え

をエメラルドとつけます。 

 



こうもり 

アヤ井 アキコ 作 偕成社 Ｅ－ア 

こうもりは、とりたちがねぐらへかえるゆうがたにとびはじめます。おおきさは、おとな

のおやゆびくらいで、たいじゅうもとてもかるいのですが、ひとばんにたいじゅうのはんぶ

んくらいのむしをたべます。むしをさがすときは、ひとにはきこえないちょうおんぱをつか

います。ちょうおんぱをつかえば、くらやみでもまわりになにがあるかわかるので、よるに

とぶのもへいきです。こうもりたちのくらしをみてみましょう。 

 

王さまと九人のきょうだい 中国の民話 

赤羽 末吉 絵  君島 久子 訳 岩波書店 Ｅ－ア 

おおむかし、ある村
むら

に子
こ

どものいないとしよりのふうふがすんでいました。ある日
ひ

、おば

あさんが、あんまりさびしいので池
いけ

のほとりでかんがえこんでいると、なみだがこぼれて池
いけ

におちます。すると池
いけ

の中
なか

から老人
ろうじん

があらわれ、おばあさんにひとつぶのむと子
こ

どもがひと

りうまれる丸薬
がんやく

を九
ここの

つくれました。さっそく、おばあさんはひとつぶのみますが、あかん

ぼうはうまれません。まちきれなくなったおばあさんがあるだけ一
いっ

ぺんに丸薬
がんやく

をのんでし

まうと、まもなく九人
きゅうにん

のあかんぼうがうまれます。 

 

おじいさんは川へ おばあさんは山へ 
森山 京 作 理論社 ９１３－モ 

ある日
ひ

、おじいさんは川
かわ

へ、おばあさんは山
やま

へ出
で

かけました。川
かわ

ぎしについたおじいさん

はつり糸
いと

をたらしましたが、魚
さかな

は一
いっ

ぴきもかかりません。おじいさんは、おべんとうには

いっている大
だい

こうぶつの玉子
た ま ご

やきとおむすびをひとつずつたべると、草
くさ

むらにごろりとね

ころびました。おなじころ、山
やま

できのこが見
み

つからないおばあさんも、おべんとうをあけて、

玉子
た ま ご

やきとおむすびをひとつずつたべ、草
くさ

の上
うえ

へごろんとねころびます。 

 

やねの上のカールソン 
リンドグレーン 作 大塚 勇三 訳 岩波書店 ９４９－リ 

 スヴァンテソン一家
い っ か

のやねの上
うえ

に、カールソンという空
そら

をとぶことができるとても小
ちい

さ

な男
おとこ

の人
ひと

が、小
ちい

さな家
いえ

でくらしていました。一家
い っ か

の七
なな

つの男
おとこ

の子
こ

リッレブルールが、はじ

めてカールソンと顔
かお

をあわせたのは「調子
ちょうし

のわるい」日
ひ

でした。おかあさんにしかられ、お

とうさんに文句
も ん く

をいわれたのです。リッレブルールがじぶんの部屋
へ や

でためいきをついたと

き、とつぜん窓
まど

のそとにカールソンがゆっくりととんできて、窓
まど

わくのすぐそばにやってき

ました。 



コレットとわがまま王女 
ルイス・スロボドキン 作 小宮 由 訳 瑞雲舎 ９３３－ス 
ポーリーン王女

おうじょ

は、のどがいたくておちこんでいました。宮廷
きゅうてい

付
づ

きの医者
い し ゃ

は、南
みなみ

フラン

スのグラースでしずかに休養
きゅうよう

するべきだといいます。このしらせをきいたグラースの町
ちょう

長
ちょう

は、あたらしい法律
ほうりつ

をつくり、町
まち

のみんなに王
おう

女
じょ

が滞
たい

在
ざい

しているあいだは、しずかにしてほ

しいとおねがいしました。町長
ちょうちょう

のひとりむすめのコレットは、あかるくようきに料理
りょうり

をす

るおかあさんがこの法律
ほうりつ

にしたがうことはむずかしいだろうなとおもいました。 

 

ゴロゴロヤマネコ不動産 
藤重 ヒカル 作 福音館書店 ９１３－フ 

 ある日
ひ

、かさ職人
しょくにん

のぼくは、ヤマネコ不動産
ふ ど う さ ん

から「かさ屋
や

にぴったりなお店
みせ

があいていま

す」という手紙
て が み

を受
う

けとります。こっそりお店
みせ

を見
み

にいくと、ヤマネコ不動産
ふ ど う さ ん

の猫
ねこ

山
やま

さんか

ら「かさとぼうしの店
みせ

 くわの実堂
み ど う

」というかんばんをそのままにするという条件
じょうけん

で格安
かくやす

で

借
か

りることになりました。開店
かいてん

のまえの日
ひ

、ごめんくださいという子
こ

どもの声
こえ

が聞
き

こえ、ガ

ラス戸
ど

を開
あ

けると三毛
み け

ネコの子
こ

が、ぼくに「ネコヌレ～ズください」といったのです。 

（『ネコヌレ～ズ』） 

 

イワンとふしぎなこうま 
ピョートル・エルショーフ 作 浦 雅春 訳 岩波書店 ９８１－エ 

 三
さん

人
にん

のむすこがいるおじいさんがいました。夜
よ

な夜
よ

な小麦
こ む ぎ

をあらしてまわるふとどきも

のがでるので、むすこたちが見
み

はりをします。三
み

日目
っ か め

に下
した

のむすこのイワンが、見
み

はってい

ると、ぜんしんまっしろで、こんじきいろのたてがみのメスうまが、畑
はたけ

をあらしていたの

です。イワンが、ひらりとせなかにとびのり、ふりおとそうとあばれまわったメスうまは、

つかれはてました。そして、二
に

とうのうまと一
いっ

とうのこうまを生
う

みましょうといい、こうま

は、けして手
て

ばなしてはいけないといいました。 

 

 

 
 

 

 

「図書館の本だな」で紹介
しょうかい

している本は 

加 古 川 市 立 中 央 図 書 館   （４２５－５２００） 
 
加 古 川 市 立 加 古 川 図 書 館   （４２２－３４７１） 
 
たんようウェルネスパーク図書館   （４３３－１１２２） 
 
多木化学海洋文化センター図書室   （４３６－０９４０） 
 

  にあります 
 


